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未 知 の 国、 ミ ャ ン マ ー で 潜 る

ミャンマーで
 潜る

 未知の国、

日本人ダイバーにとっては、未知数なところが多いこの国の海には、

いったい何が潜んでいるのだろうか。

タイ国境の町、カウトンでミャンマー入国手続きを済ませると、

船首に掲げられた旗は、タイ国旗から、ミャンマー国旗へと変わり、

未知なる海へ踏み出した事を強く印象を付けてくれる。

さあ、未知なる海ミャンマーへ出航だ!

タイのカオラックにあるediveが、

ここ数年毎年開催している

隣国ミャンマークルーズに乗船リポート！

Republic of the Union of Myanmar
Photo & Text = Takaji Ochi
Special thanks = edive
Design=PanariDesign
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　皆さんには、ミャンマーの海中の想

像がつくだろうか?  ほとんど情報の無

いこの国の海、そんな海にここ数年間、

日本人ダイバーに門戸を開くチャンスを与えてくれている

のが、タイのカオラックにある日系ダイブショップediveだ。

使用するクルーズ船は、以前インド、アンダマン諸島

クルーズで乗船したタイのパヌニーヨット。このコンビで、

日本人ダイバーへ新たなダイブディスティネーションへの

様々なダイブクルーズを提供している。

　船はカオラックのタプ

ラム湾を出航して、リチェ

リューロックでのダビング

を終えると、一路タイ・

ミャンマー国境へと北上

を続ける。タイでのダイビ

ングはこのリチェリューロックだけで、あとは国境を超え

た、未知の海でのダイビングになるわけだ。

　やばい国ではないのか、そんな事を内心少し思いなが

らタイのミャンマー国境の町ラノーンで出国手続きを終

えると、国境線となるクラブリー川河口の対岸にあるミャ

ンマー側の国境の町、カウトンへ移動して入国手続きを

行なう。

未知の国、
ミャンマーへ
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　カウトンの港を後にして、向かう未知の

海。気づくと、船首に取り付けられていた、

タイ国旗がいつの間にかミャンマー国旗に

変わっていた。見覚えの無い人もいるだろう

が、このミャンマー国旗、実は2010年10月

21日、現軍事政権によって変更されたもの

だ。黄色は国民の団結、緑は平和と豊な自然環境、赤

は勇気と決断力を象徴し、三色の帯にまたがる白星は

ミャンマーが地理的・民族的に一体化する意義を示して

いる。

　船はさらに北を目指した。向うのは、メルギー諸島と呼

ばれる、南北約530キロに渡り、約800の島々から構成

される群島。今でも、マレー系モーケン族たちが家舟に

乗って、昔ながらの生活を続けている地域でもある。

　最初に到着したポイントは、シャークケーブというポイ

ント。ケーブのある岩がちなポイントの周囲は、決して美

しいとは言えない砂地の海底

にガレ場が広がっていて、ガ

ンガゼの数がやたら多い。印

象としては、スミランよりも、ピ

ピとかの海に似ている。つま

り、地味目。しかし、30mの横穴のケーブ内は、流れ

る時には相当のカレントが発生して、まるでチューブ状

態。撮影には不向きだけど、個人的にはこういうのは嫌

いじゃない。できれば、撮影抜きに、ケーブの中を一気

に突き抜けたい気分になった。

　シャークケーブと名が付いているだけに、穴の中では、

3mはあるナースシャークが眠っていることもあるとか。岩

礁でかなり目についたのが、カサゴの数の多さ。撮影に

夢中になっていると、あっちにも、こっちにも、カサゴが

身動きせずにじっとしている。気をつけないと気づいたら、

目の前にもカサゴが !  なんてことにもなりかねない。

そして未知なる海へ
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　ミャンマークルーズの最大の目的は、

クルーズ行程最北端の、タワーロック

で、モブラ（ヒメイトマキエイ）の群れ。

ここでは、基本的にこれ狙い一本の

ダイビングになる。通常は透明度が相当に悪いと聞い

ていたが、自分が参加したクルーズの時には、透明度

20m以上はあるくらい抜けていて、どこにモブラたちが泳

いでいるかが、一目瞭然だった。多いときには70匹の群

れに遭遇したが、案外警戒心が強く、自分もそれが初

の遭遇だったので、どのようにアプローチすればいいか

がまだわからずに、撮影の

チャンスを逃してしまった。

　しかし、その後も島の

周辺の浅いエリアやその

沖にある、巨大に岩礁

の点在する根を中心に、

10～ 20匹のモブラの群

れに何度も遭遇した。

モブラの群れに会うタワーロック
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海中の花畑を、小魚の雲海が覆いつくす
　今回潜ってみた、ミャンマーの

海の印象はどちらかと言うと地味

目。しかし、それはワイドな視点で

の事。少し寄りで生き物たちを見

てみると、ソフトコーラルのカラフ

ルさや、その上を小魚の群れが雲

海のように群れるなど、被写体とし

て十分な程のカラフルさを見せてくれる一面もある。

　また、カエルウオやハナダイギンポなどの個体数の

多さも目についたし、次のページで紹介するブラック

ロックでは、レアなスジクロユリハゼの個体数の多さ

に目を見張った。
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　ブラックロックは、ミャンマークルーズでタ

ワーロックと2枚看板となるポイント。ブラッ

クロックの見所は、何と言ってもマンタ遭

遇率の高さだ。メルギー諸島の中でも、他

の島から離れて孤立する全長100m の無

人の岩礁。この周囲のウォールを潜るダイ

ビングだが、ウォールには雲海のようにスカシテンジク

ダイやカマスの幼魚などが群れる。水深15m程の岩に

は、赤く色づいたソフトコーラルが群生し、その上にも

同じようにスカシテンジクダイが群れ、時にその上をマ

ンタが通過していった。

　クルーズ中でも、マンタ以外の大物遭遇率の高いポ

イントで、何度かジンベエザメも出現していると聞いた。

自分が潜った時には、残念ながらジンベエザメは出な

かったものの、数匹の巨大なマンタが、移動したり、頭

上で旋回し続けたり、様々なパフォーマスを見せてくれた。

　ウォールから砂地のスロープになる、

水深30m 付近には、スジクロユリハゼ

の個体数も多く、深場マクロの売りに

なっている。個人的には、ウォールにい

るカエルウオの個体数の多さに驚いた。マンタが頭上

や足下を行ったり来たりしていなかったら、もっと集中し

てこのカエルウオが群れる様子を狙いたかったのだけど、

マクロを構える度に、マンタが姿を見せるので、なかな

か落ち着いて撮影が出来なかったのは残念だった。

　ヒラマサの群れも壮観で、これだけ数が多いと、ダ

イバーが近寄っても逃げることも無く、悠然と泳ぎ続け

て、岩礁の周囲を回遊していた。

　クルーズの売りがモブラの群れなので、タワーロック

でモブラの出現を待つのも悪くは無かったが、個人的

には、このブラックロックの方が面白かった。

マンタのブラックロック
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　もう一つ、変わった大物狙いのポイントが、ウエス

ターンロッキーと呼ばれる石灰岩でできた、岩礁島のポ

イント。メインの島の中央には、中にイセエビなどが生

息する全長30m 程の横穴が空いている。

　ここの岩礁にも、赤を基調とした、ソフトコーラルが群

生して、スカシテンジクダイなどの小魚が雲海を作ってい

た。このポイントの目玉は、ギターシャーク（シノノメサカ

タザメ）。遭遇率は決して高くは無いようだが、定住して

いるらしい。クルーズ船のオーナー、ジャクリーンは「バ

レンタインデーに出る事が多いんだ」と何の根拠も無い

説明をしてくれたのだけど、クルーズ中丁度バレンタイン

デーにこのポイントに潜れるようにスケジュールを調整し

ていたのは、そのジンクスに賭けていたようだった。

　撮影のメインの目的も、当然ギターシャーク。しかし、

何本か潜ってみたが、見つからない。何度も潜って地

形も把握したところで、僕は、他のダイバーたちと離れ

て単独で捜索してみることにした。

　一人、フラフラと他のダイバーが遠目に見える

エリアで潜っていると、目の前からレパードシャー

クがやってきた。このサメはシミランでも“小ジン

ベエ”と呼ばれていて、それなりに人気のあるサメなの

で、追跡して撮影を行なった。そのサメを追跡して、他

のダイバーからも完全に離れ、どんどんと深場の流れ

の急なエリアへと向かうと、レパードシャークが巨大な

生き物と交差した。

 「あ!  ギターシャーク!!」僕はレパードシャークから、ギター

シャークへとターゲットを変更して追い続けるとともに、周

囲を見渡し、一応タンクをカンカンと鳴らしてみた。

　しかし、他にダイバーがいるはずも無く、レパードシャー

クとの交差で動き始めてしまったギターシャークを撮影す

るために、ダッシュをしてさらに深みへと移動。止まる気

配が無かったので、移動中の写真を数カット撮影したに

過ぎなかったものの、結局クルーズ乗船メンバーで、バレ

ンタインデーに目撃できたのは、自分だけだった。自分だ

け見れて意気揚 と々引き上げるわけには行かず、「なんか

気、気まずいな……」そう思いながら、船へと引き返した。
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　タイに戻る前には、カントンの町に一時上陸して、市内

を観光する。古い東南アジア独特の雰囲気を残した海

岸沿いのメインストリートには、人々が溢れかえっていた。

裏路地は、スラムのごとく異臭を放つ店舗が軒を並べ、

足を踏み込むことに躊躇した。最近は東南アジア諸国の

多くのリゾート地が、開発されて、日本のように、ときには

それ以上に美しく整ってしまった。否定的な表現をしたの

は、その結果、それぞれの国が持つ、独特の生活臭とい

うものを抹殺してしまったと感じる部分に対してだ。

　しかし、ここには、過去にタイムスリップしてしまったか

のような、人間臭い生活感がいまだ

に、ムンムンと溢れていた。

　港町からトラックタクシーの荷台に

乗って、市内を走り抜け、丘の上を

目指すと、仏教国にふさわしく、クルーズ船の上からも見

えていた金色に輝く寺院に到着した。

　ここだけが、異彩を放ち、天空から邪気を持った下界

の人間たちを見下ろす神々の住む神聖な場所に迷い込

んだかのような錯覚を覚えた。観光名所のような仏教寺

院と違い、広 と々した空間には、我々以外にはほとんど

人の姿は無かった。

　寺院は、金色やクリスタルに輝き、床は白いタイルが敷

き詰められている。白いタイルは雲、その上に輝く黄金郷

こそ、人 が々来世に求めた理想郷なのだろうか。多くの仏

像はどれも穏やかな顔をして微笑んでいた。ただ、今しが

た見て来た現実世界の事を考えると、何だかその笑顔が

嘘っぽくも見えて来る。穏やかな顔して座っていないで、何

かしてあげて下さいと願いながら、寺院の入り口で購入し

た花束を供え、手を合わせた。自分の事をお祈りすること

を忘れてしまった。

最後は国境の町に上陸
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　このミャンマークルーズの行程は上記航路のような感

じになる。潜るルートに関しては、そのときの海の状況に

よって、多少前後する。

　使用するのは、豪華快適ダイビングクルーズ船、パヌ

ニーヨット号。6泊7日、16ダイブ。詳しい詳細は、edive

のミャンマークルーズ情報で

http://www.edivekhaolak.com/cru_myanmar.html

Information01 02 03

04 05 06

ミ
ャ
ン
マ
ー
上
陸
中
、

沖
に
停
泊
す
る
パ
ヌ

ニ
ー
号

ア
フ
タ
ー
ダ
イ
ブ
に
夕

日
を
見
な
が
ら
皆
で

ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

http://web-lue.com
http://www.edivekhaolak.com/cru_myanmar.html
http://www.edivekhaolak.com/cru_myanmar.html

